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【手続補正書】
【提出日】平成21年10月26日(2009.10.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ：
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【化１】

［式中、
　Ｒ1は独立して、水素、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ8アルキル、Ｃ3－Ｃ10シクロアルキル、フェ
ニル、ナフチル、ＣＦ3、ＣＮ、ＮＲ7Ｒ7、ＯＲ6およびＳＲ6からなる群より選択され、
その中で、少なくとも一つのＲ1は水素であり、かつ少なくとも一つのＲ1はＣｌおよびＣ

1－Ｃ8アルキルから選択され；
　Ｒ2は、水素およびＣ1－Ｃ8アルキルからなる群より選択され；
　Ｒ3は独立して、水素およびＣ1－Ｃ8アルキルからなる群より選択され；
　Ｒ4は、Ｇ－Ｄ2－Ｚnであり；
　Ｒ5は、水素、Ｃ1－Ｃ8アルキルおよびＣ1－Ｃ8アルコキシからなる群より選択され；
　ｍは、０から１の整数であり；
　ｎは、１から２の整数であり；
　Ｇは、Ｏであり；
　Ｄ2は、直接結合、Ｃ1－Ｃ8アルキルおよびＣ3－Ｃ10シクロアルキルからなる群より選
択され；
　Ｚは、水素、ハロゲン、ヒドロキシル、Ｃ1－Ｃ8アルコキシ、Ｃ3－Ｃ10シクロアルキ
ル、Ｃ3－Ｃ10シクロアルコキシ、ＯＣＯＲ6、ＯＣＯＮＲ7Ｒ7、ＣＮ、ＣＯＮＲ7Ｒ7、Ｏ
ＳＯ2Ｒ

6、ＳＲ6、ＳＯＲ6、ＳＯ2Ｒ
6、ＮＲ7ＣＯＲ7、ＮＲ7ＣＯＮＲ7Ｒ7、ＮＲ7ＣＯ2

Ｒ7、ＣＯ2Ｒ
7、ＯＰＯ（ＯＲ6）2、ＮＲ7ＳＯ2Ｒ

6およびＣＯＲ6からなる群より選択さ
れ；
　Ｒ6は独立して、Ｃ1－Ｃ8アルキル、Ｃ3－Ｃ10シクロアルキル、ヘテロ環およびヘテロ
アリールからなる群より選択され；並びに
　Ｒ7は独立して、水素、Ｃ1－Ｃ8アルキル、Ｃ3－Ｃ10シクロアルキルおよびヘテロ環か
らなる群より選択され、その中で、２つのＲ7およびそれらに結合する原子は、４から７
原子の環を適宜形成してもよく、
　上記の定義において、ヘテロ環は４～７員単環式環構造を示し、それは飽和または不飽
和であってもよく、それは炭素原子並びにＮ、ＯおよびＳから選択される１～４個のヘテ
ロ原子からなり、該ＮおよびＳヘテロ原子は適宜四級化されていてもよく；並びに
　ヘテロアリールは、Ｎ、ＯおよびＳから選択される１～４個のヘテロ原子を含む５もし
くは６員芳香環を示し、それはフェニル、ナフチル、Ｃ3－Ｃ10シクロアルキル、ヘテロ
アリールまたはヘテロ環式基と縮合していてもよい］
の化合物、またはその医薬的に許容される塩、立体異性体、プロドラッグ（該プロドラッ
グは、式Ｉの化合物における一つ以上のヒドロキシル基から形成される、酢酸エステル、
ピバル酸エステル、メチル炭酸エステル、安息香酸エステル、アミノ酸エステル、リン酸
エステル、リン酸アセタールまたはＯ－グルコシドである）、もしくは溶媒和物。
【請求項２】
　Ｒ2が水素であり、少なくとも一つのＲ3が水素である、請求項１の化合物。
【請求項３】
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からなる群より選択される化合物。
【請求項４】
　少なくとも一つの請求項１の化合物；および
　少なくとも一つの医薬的に許容される希釈剤もしくは担体を含む医薬組成物。
【請求項５】
　少なくとも一つの別の治療剤をさらに含む、請求項４の医薬組成物。
【請求項６】
　少なくとも請求項１の化合物；および
　少なくとも一つの別の治療剤を含む医薬組成物であって、別の治療剤が、請求項１の化
合物の前、請求項１の化合物と同時、または請求項１の化合物の後に投与されうる医薬組
成物。
【請求項７】
　肥満の治療に有用な薬剤の製造における、単独での、または一つ以上の治療剤と併用し
た、請求項１または３の化合物の使用。
【請求項８】
　糖尿病の治療に有用な薬剤の製造における、単独での、または一つ以上の治療剤と併用
した、請求項１または３の化合物の使用。
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